
Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologioal 　Sooiety 　 of 　Japan

D353

ろうそ く3本だ けで 2温 度回転 円盤 による世 界最小 の 竜巻 を発 生 させ る実験

間瀬 博 文 （所属 な し）

な じめ に

今回 は 竜巻 ・塵旋風 ・火炎旋風 の 再現 をテ
ー

マ に

取 り上 げる。す で に報告（過 去 3回 の 予稿 集 お よび

http：／／homepage3 ．nifty ．com ／hrnase／を御覧くだ さい ）
してきたように 、台風を含め これ らの メカ ニ ズム は 2温
度回転円盤 で 説明済み で ある。 台風 に比 べ 極端 に ス

ケ
ー

ル が小 さい これ らの旋風 につ い て さえ、渦がなぜ

発生 し維持で きるか とい う問い に対 し、物理 学 は解答

で きな い ままで い る。

鯉 学に契きつ グち九 丿を嫐
ある人 は、とに かく回 転を開始 すれ ば角運 動量保存

則 に よ り回 転半径 を縮め るこ とで 高速 回 転 で きると簡
単に考え る。ス ケ

ー
タ
ー

が遠心 力に逆らっ て腕や脚

を体 の 軸に引き寄せ るの に どれ だけ（向心）力を必要
とする か を忘れ て い る。また、上昇気 流さえあれ ば何
らか の は ずみ で 渦が 生ずる と考え る人 もい る。風 呂屋

の 煙突 の 上 で竜巻が起 っ たとい う話を昔から聞かな

い
。 旋風 に は これ まで 謎で あっ た強い 向心 力が 常に

働い て い る。そ して そ の 向心力 は 一ヒ昇気 流だ け で は

絶対に発生 しない もの で ある。
物が 回転するため には向心 力が不可 欠 で あること

を当の 物理 学が 教え て い る。そ して 、旋風現 象を分
析すれば向心力が現実に発 生して い ると断言せ ざる

を得な い
。 しか し既成の 学問は この 向心 力の 正 体が

何で あるか 説明で きない 。渦が らせ ん 状に舞 い 上 が

るこ とは本 質的な問題 で はな い
。 比較的 高温 の 気 体

は浮力 によりい や で も上昇力を備える。旋 風 の 問題
は 、向心力（引合 い ）がなぜ発生 し持続す るの か とい う
一

点 に絞 っ て差し支えない 。こ れさえあれ ばそ の うち

回転を始め て それを維持することがで きる。

齶 の 槻 実卵 弌あっ たか

竜巻 の 再 現実 験とい うの はよくあるが 、
エ ア カーテ ン

を利 用 して 回転する空気 の 筒 を作るか 、本物 の筒を

使 用 して 向心力 を得て い る。そ うい う細 工 を した 上 で

掃 除機等で吸引してい る。 本物 の 竜巻に生じる向心

力の 正 体が分か っ て い ない の で 無理 はない の で ある

が、この ような実験で得られる竜巻は失礼ながら竜巻
と呼ぶ こ とは で きない

。 竜巻 の ミニ チ ュ ア でもない
。 実

際の 竜巻 ・塵旋風・火炎旋風は エ ア カ ーテ ン も整流
羽 根も透明な筒も送風機も掃除機 も使 っ て は い な

い 。それ で い て 恐 ろしい ほ どの 渦を我 々 に見 せ 付 け

る の で ある。
私は 2温 度回 転円盤 理 論を保持し て い るの で 、その

理 論 を用 い るこ とで 比較的簡単に竜巻 の 再 現 実験 を

成功させ るこ とが で きた 。 それ はまことに 単 純な内容

の 実験で ある。しか し、自然の 旋風 に倣い 何も使用せ

ず 、熱 い 気体と比 較的低温 の 気体だけを用 い て竜巻
としか呼 べ ない もの を室内 で 出現させることが でき
た。まこ とに小 規模で あるが偶然 で はなく初め て 理論
に従 っ て竜巻を

”
生産

”
した 。 そしてそれ は何 百回 でも

再 現実験が可能で ある。

啻巻を 手 学7に できる芙鬱含を公 燗 ナる
最も実験に適して い るの は ろ うそ くで ある 。 手軽な数

白度 の 高温 の 気 体 の 発 生源で あ り、比 較的低温 の 気
体はとりたて て 準備する必要 は な い か らで ある。最も単
純な構成で 確実に2温度回転円盤を発 生させ るには 3
本の ろうそくさえあれ ばよい

。 同
一規格及 び 長さの もの

を互 い に接した状態で 油粘土 の 上に直立 させ れ ばよ

い 。着火すれ ば三 っ の 炎（気体）が比 較的低温 の 気体
を取り囲む ことになりこれ は 2温度回転円盤 に他ならな
い 。
高温 部と低 温部 の バ ラン ス 、つ まり最適な炎の 輪の

大 き さとい うの は 当然 あ る。直径 11ミリの ろうそくを3 本

使用する場合、そ の ままで は炎が 開き過ぎなの で 芯を

内側 に 少 し傾けた ほうが良 い 結 果が得られる 。 また芯

が長 い まま燃 え残れ ば炎が大きくなりすぎて 中央の 低
温 部 の 形成 を 妨 げ る。そ の 場合は 芯 の 先端をは さみ で

切り取り調整 する。この ような操作でろうそくの 竜巻 の 調

子が 取 れるとい うこ とは竜巻をコ ン トロ
ー

ル して い るとも
言えるし、ろうそくの 竜巻 は 2温度回転 円盤 で あることの

証 しで あ る。　　　　　　　　　　 ・

終 わ クκ

ろうそくの 二 つ の 炎は合体し圧縮されたあと回転を は

じめる。 当 日は 目からウロ コ が落ちる世界最小 の 竜巻
を 映像で お 見 せ した い 。

ろ うそくの 竜 巻 。 静止画像 で 分か りに くい が 炎と

煙が激 しく回転 しなが ら上 昇 して い る
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